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【学 会 記 事}
李承動教授講演会
韓国ソウル大学校経済学部の李承勧教授を迎 えて,京 大経済学会特別セ ミナーが,
1997年8月1日(金)の午後3時 一5時 にかけて,京 大会館217号室において開催された。
李承動教授は,ソ ウル大学校工科大学を卒業された後渡米.ノ ースウエスタン大学で経
済学博士学位を取得され,現 在ソウル大学校経済学部の教授であり,かつ学部長 もつと
めておられる。専攻は ミクロ経済と産業経済論で,主 に韓国の企業 ・産業組織と政策と





政策の捉え方や,い わゆる 「財閥」の構造の特徴,さ らに大企業 と中小企業 との関係等.
について,熱 のこもった討論がおこなわれた。なお,こ のセ ミナーは京大経済学研究科














めざましい経済発展によって,世 界の注 目を集めてきた。そして,こ の地域の経済発展
を牽引 してきたのは,日本と韓国,等NIEs諸国であった。日本は1鮪0年代半ばから世
界史.的にまれな経済成長をとげ 「日本の奇跡」といわれ,ま た韓国は60年代末からさら
にそれを.一ヒ回る圧縮型の経済肇展をお しすすめ,同 じく 「漢江の奇跡」と呼び慣わされ





いるという共通認識があった。そこで,合 同セ ミナーのテーマを 「日本 ・韓国経済の比






報告 金 元 鉄 〔ソウル大学校教授)
「韓国企業の所有支配構造に関する考察」
轍告 下 谷 政 弘(京都大学教授〉
「日本の企業システムと持株会社解禁」




報告 金 槌 鉦(ソ ウル大学校教授)
「韓国の人事 ・労務管理」.
報告 赤 岡.功(京 都大学教授)
「日本の労務管理の変化一 個入の輝く働き方にむけて一 」
報告 韓.義 泳(福 井県立大学教授〉
「東北アジアのコンテナ ・ハブ港としての韓国港湾事情」
コメンテイター 太 田.肇(滋 賀大学教授)
サ 明 憲(北 九州大学助教授)
12月14日(日)午前9時30分～12時
◇第3部 戦後韓国台湾成立の史的前提
報告 堀 和 生(京 都大学教授)
「日本植民地工業化の歴史的性格
rアジア間貿易論1の 批判的検:討一 」
報告 安 乗 直(ソ ウル大学校教授)
「植民地期朝鮮と台湾の民族工業に関する研究」
コメンテイター 中 村 哲(福 井県立大学教授)
午後1時 ～5時
◇第4部 東アジア経済の発展と危機
報告 李.承 勲(ソ ウル大学校経済学部教授)
「韓国産業組織の発展」
報告 本 山 美 彦(京都大学教授)
学会記 事
「アジアの外為市場と通貨危機」
報告 洪 元 卓(ソ ウル大学校教授〉
「韓国の.輸出志向型経済発展金融一一 信用割当と効率一 」





う設定であ。たにもかかわ らず誕 べ・畝 切 参加があり離 心な討論力雑 なわれ
た。詳しくは,京 大経済学会編の論文集 『日本.・韓国経済の比較研究」を参照されたい。
なお,次回の合同七 ミナーは,98年12月にソウル大学校で開催される予定である。
(堀 和生)
?
??
??
